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現地視察等を報告する。

2．参加者
日本からは渡正昭（一社）全国治

水砂防協会理事を団長とし、国土交
通省（砂防部、国土技術政策総合研
究所、関東地方整備局）、宮崎大学、
富山県、岐阜県、三重県、（一社）
国際砂防協会、（一財）砂防フロン

議　題 講演者
臺灣防砂設施新視界 李正鈞 科長（水土保持局 保育治理組）

岐阜県における土砂災害警戒避難など
ソフト対策

中島紀代 技術主査
（岐阜県 県土整備部砂防課）

台灣山區簡易堰塞湖潰堤模型−以荖
濃溪為例 洪 耀 助理教授（國立中興大學）

三重の砂防 〜自然、災害〜 服部由直 課長補佐
（三重県県土整備部防災砂防課）

大規模崩塌影響範圍劃設及風險管理對策 賴文基 研究員（中華防災學會）

平成28年熊本地震で発生した阿蘇中央
火口丘群の崩壊地における地すべり面付
近の土層構造と土の強さに関する研究

清水収 教授（宮崎大学）

2017年7月九州北部豪雨による土砂
災害の調査報告

藤沢康弘 課長代理
（砂防・地すべり技術センター）

表-2　シンポジウムの題目と講演者

日　時 行　程 宿泊地
11月12日（日） 移動 ： 羽田空港から松山空港、台中市へ 台中市

11月13日（月） 台日砂防共同研究会シンポジウム（中興大學） 台中市

11月14日（火）
台日砂防行政官会議（水土保持局）
現地視察 ： �曾文溪二道防線工程
意見交換 ： �蘇林里水患自主防災社區

台南市

11月15日（水） 現地視察 ： �甲仙崩坪坑、妙崇寺、寶來竹林 高雄市

11月16日（木） 現地視察 ： �台東縣大武 愛國埔、知本森林
遊樂區 台東市

11月17日（金） 現地視察 ： 台東縣紅葉村
移動 ： 台東市から台北市へ 台北市

11月18日（土） 移動 ： 松山空港から羽田空港へ

表-1　日程

通の調査、研究課題について、日台
合同シンポジウム、砂防制度・技術
に関する意見交換及び現地検討会を
通じてその成果から得られた情報及
び土砂災害対策・災害復興の経験を
相互に共有することを目的として
いる。

今回この共同研究会に参加する機
会を得たので、シンポジウムや主な

1．はじめに
2017年11月12日から11月18日

にかけて、台湾にて「2017台日砂
防共同研究会（土砂災害防災技術交
流）」が開催された。本共同研究会
は、台湾行政院農業委員会及び中華
水土保持学会と中華防災学会が主催
するもので、地震、台風などで発生
する大規模土砂災害に関する日台共

図-1　今回の現地視察等の位置
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ティア整備推進機構、そして（一財）
砂防・地すべり技術センターから参
加があった（写真-1）。日程は表-1
の通りである。

3．共同研究会の概要
3.1　シンポジウム

11月13日に台中市にある中興大
学にてシンポジウムが開催され、日
本側4題、台湾側3題の発表があっ
た（ 表-2お よ び 写 真-1・2）。 生
態・環境へ配慮したハード対策や砂
防工事への取組み、警戒避難等のソ
フト対策、天然ダムの決壊モデル、
ハザードマップとリスクマネジメン
ト、地域における災害と復興・復
旧、崩壊土層の研究、流木被害とそ
の対策等、台湾と日本において課題
となっている事項において、多くの
視点からの発表及び活発な議論が行
なわれ、非常に有意義な技術交流の
機会となった。

3.2　現地視察
11月14日午後から17日にかけ

て、台南市、および台東市の土砂災
害、 砂 防 工 事 現 場 等 の 視 察 を 行
なった。

台南市では、現在施工中である曽
文渓の調整池の視察および蘇林里洪
水自主防災コミュニティとの意見交
換会が行なわれた。曽文渓の調整池
は既存の河川堤防等を活用した計画
と な っ て お り、 現 在 の 進 捗 率 は
80％で来年の12月に完成予定で、
来年度は環境・水質改善や公園整備
を行なう予定である（写真-3）。

高雄市甲仙區では、モーラコット
台風により大量の土砂流出があり、
その後の台風でも土砂流出が継続し
ている崩坪坑渓（写真-4）、大規模
崩壊が発生した和南巷（写真-5）を
視察した。これらの地域は非常に脆
く割れ目の発達した砂岩頁岩の互層
からなり、さらに崩壊が発生してい

る斜面の多くの近傍には断層が分布
している。これら地域の土砂生産量
は当初の予想を超えており、砂防施
設の効果や配置の考え方等について
活 発 な 意 見 交 換 が な さ れ た（ 写
真-6）。

六 亀 區 の 清 涼 山 護 国 妙 崇 寺
（写真-7）では、背後斜面の崩壊の
概要と対策を行なうにあたっての地
質調査および対策工事について説明
を受け、また寶來竹林では、大規模
地すべりのボーリング調査および孔
内傾斜計による動態観測の概要につ
いて中央地質調査所の技師から説明
を受けた（写真-8）。ここでは、地
質調査と解析結果を踏まえた対策の
重要性についての指摘がなされた。

台東縣の大武郷愛國埔および延平
紅葉村では、斜面崩壊の対策工事

現 場 や 被 災 地 区 を 視 察 し た（ 写
真-9）。被災地区の移転、移住に対
して難色を示す場合が多い日本と違

写真-4　崩坪坑渓での土砂流出状況

写真-2　シンポジウムの様子

写真-3　曽文渓の調整池での説明

写真-1　シンポジウム参加者
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い、被災を受けた集落の移転が比較
的容易であった事について日本側か
ら多くの質問が出された。また知本
森林遊樂區では、現在設置されてい
るスリット堰堤とその閉塞等につい
て 活 発 な 議 論 が 行 な わ れ た（ 写
真-10）。

4．おわりに
本共同研究会では、シンポジウム

での講演と意見交換、そして現地で
の視察と意見交換などを通じ、日台
双方にとって非常に有意義なものと
なった。また夕食の際にも、貴重で
充実した意見交換が行なわれたこと

写真-6　崩坪坑渓での説明・議論の様子写真-5　和南巷での大規模崩壊と土砂流出状況

写真-8　中央地質調査所技師による説明写真-7　妙崇寺の対策済の背後斜面

写真-10　知本渓に設置されているスリット堰堤写真-9　紅葉村での斜面崩壊とその対策

を付記する。最後に、今回お世話に
なった台湾行政院農業委員会及び中
華水土保持学会と中華防災学会をは
じめ台湾の皆様、そして全行程で通
訳として同行いただいた黄さんに感
謝申し上げます。


